
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次 ７年次 ８年次 ９年次 10年次 1年次
令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7 令和8 令和9 令和10 令和11 令和12
2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

味
噌
曲
輪

土塁・堀

平　場

　　　稲荷曲輪

　　　無名曲輪・御隠居曲輪

　　　その他

計画年次
年　度

梅翁
曲輪

松木堀

西
曲
輪

下段
（武田神社主体事業）

上段・中段

北馬出 設 計 整備工事

発掘調査

発掘調査

実施設計

樹木伐採

設 計 整備工事

仮設便所

供用開始：植物育成・ヤギ飼育・イベント等

整備工事

整備工事

供用開始

供用開始

発掘調査

（味噌曲輪取付部）

仮設工

発掘調査

供用開始

建物基本

設計・検討
西曲輪整備工事

供用開始

発掘調査

主郭北虎口

実施設計

字三角 造成工事 供用開始

- 49 -

６．整備計画
　（１）全体計画

本計画では、館跡の顕在化と回遊性を高めることを目的に西曲輪・北側の各曲輪の整備を優

先する。西曲輪の整備では、発掘調査の成果に基づき武田氏及び武田氏以後の遺構を検討した

うえで復元整備し、歴史的な重層性を表現するとともに往時の館を体感する場を創出する。味

噌󠄀曲輪の整備では、史実に基づく整備を行うための発掘調査を実施する。馬出は調査成果に基

づき、織豊期の角馬出とともに武田期の遺構の表現を目指す。無名曲輪・御隠居曲輪周辺及び

字三角は多様な活用に資するものとして整備を行う。稲荷曲輪は樹木の間伐・下草整理により

館の曲輪形状の明瞭化を図る。

将来計画として、館跡全域の回遊動線を創出すること、北側の各曲輪の活用を活発なものと

することを目的に、味噌󠄀曲輪内に発見されるであろう建物跡に便益・学習機能を備えた復元的

整備を含む計画を検討する。

さらに、史跡全域について案内解説板等の新設・改修のほか、統一した舗装による歩行動線

表示を行う。加えて、館跡と城下町・関連文化財との活用ネットワークの強化としてソフト・ハー

ドのＰＲを展開する。

平場

馬出 稲荷曲輪

無名曲輪 御隠居曲輪

発掘調査 ： １年次
環境整備 ： ５～７年次

土塁・堀

味噌󠄀曲輪

発掘調査 ： ４～６年次

発掘調査 ： 完了
整備工事 ： ２～３年次

樹木伐採

第３次整備　発掘調査 ・ 整備工事の主な工程模式図

第３次整備　工程表

発掘調査 ： ７～ 10 年次

上段

中段

下段

発掘調査 ： ２～３年次
整備工事 ： ８～ 10 年次

整備工事 ： １～２年次
（武田神社主体事業）

西󠄀曲輪



１００ｍ０

Ｎ

松木堀

西曲輪

復元的整備（便益施設）

ふれあい・
憩いの空間

草花園

馬出整備

竜華池・
躑躅が崎

惣堀

馬出

主郭（武田神社）

土塁

武田氏館跡歴史館

建物跡等遺構表示

←武田神社
　第2
  駐車場

武田神社
第1駐車場

家臣屋敷推定地

家臣屋敷推定地

字三角

建物跡

大手門周辺

字高塀

スポット緑地

スポット緑地

スポット緑地

スポット緑地

御隠居曲輪

味　曲輪

無名曲輪

稲荷曲輪

梅翁曲輪

公共便所

曽响

土塁・堀・虎口・
曲輪内整備は将来計画

礎石建物
復元的整備

区画段差土塁
上段

中段

下段

井戸

堀

門遺構表現

堀

階段
階段

体験・学習空間

戦国農体験
広場

便所

：既存建物

：道路

：園路

：スポット緑地

：草地

：芝

：砂利

：史跡指定範囲

及び整備完了建物

：便益施設（便所含む）
：土塁・堀法面

：土塁推定範囲

：土塁天端

：堀底

：堀底・水路

：石積遺構

（現況・整備共通）

（未整備箇所）

（現況・整備共通）

（空堀）

：復元予定建物

：駐車場

Ｓ=１/３０００

凡例

史跡武田氏館跡全体計画図

：第４次計画

鑑賞空間
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全体計画図　S=1:3000


